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香芝市の現況と動向 

3.1 概況 
 

香芝市は、奈良県の北西部、大阪府との境に位置し、奈良県の西に玄関口であるとともに、

金剛・生駒山系や丘陵地の豊かな緑など良好な自然環境に恵まれています。また、大阪との至

近性や交通網の発達に伴って、大阪都市圏のベッドタウンとして発展してきており、良好な住

宅地環境が都市の魅力となっています。市内には、JR 和歌山線、近鉄大阪線及び近鉄南大阪

線が通っており、合わせて８つの駅を有しています。また、西名阪自動車道香芝インターチェ

ンジをはじめ、広域幹線道路が結節するなど交通の要衝となっています。 
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香芝市概要図 
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（１）人口動向 

 

本市は、大都市近郊の地理的条件と交通網の発達により、昭和５０年代には大阪都市

圏のベッドタウンとして、大規模住宅団地などの住宅開発が盛んに行われ、若いファ

ミリー層の転入が多くみられるなど、飛躍的な人口増加を続けてきました。しかしな

がら、今後は転入の減少傾向や成長した子どもたちの転出、出生率の低下、都心回帰

現象などにより人口は減少に転じることが予測されています。また、現在のところ、

国や奈良県と比べ、高齢者人口（65 歳以上）の割合が低い状況でありますが、今後こ

うした状況から、加速的に高齢化が進行することが懸念されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  香芝市 奈良県 国 

高齢者人口割合                                          

（6 5 歳以上） 
22.3% 28.7% 26.6% 

予測 

 

予測 

 

予測 

 

出典：H7～H27 実測値［平成 27 年 国勢調査］ 
R2～R12 予測値［日本の地域別将来推計人口 

（国立社会保障・人口問題研究所）］ 

     高齢者人口割合（国・県との比較） 

 

出典：平成 27 年 国勢調査 

 

香芝市の総人口及び高齢者人口割合の推移と今後の予測 
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（２）障がい者数 

 

近年の本市における障がい者数の推移をみると、身体障害者手帳所持者のうち、最も

多い障がい種別である肢体不自由の方は減少傾向にあり、次いで多い障がい種別であ

る内部障がいの方は増加傾向にあります。また、療育手帳所持者数、精神障害者保健

福祉手帳所持者数は増加傾向にあります。 

 

【障がい種別手帳所持者数】        単位：人 

障がい種別 
平成 

26 年度 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

30 年度 

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
数 

視覚障害 155 154 151 145 147 

聴覚障害・平衡機能障害 157 162 160 158 158 

音声・言語・そしゃく機能障害 23 25 25 26 25 

肢体不自由 1,366 1,376 1,347 1,340 1,300 

内部障害 656 682 712 737 765 

療育手帳所持者数 542 568 589 598 616 

精神障害者保健福祉手帳所持者数 264 313 387 427 479 

合計 3,163 3,280 3,371 3,431 3,490 

 
出典：香芝市福祉健康部社会福祉課 
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（３）鉄道駅及び周辺施設分布の状況 

 

香芝市内の鉄道駅及び周辺施設の分布状況は以下のとおりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

出典：香芝市福祉健康部社会福祉課 

 


